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上倉田地域

ケアプラザ 
（福）開く会 Ａ 

（地域活動・交流） 

・５職種による会議や各ミーティングを利用して各

担当の情報共有をし、相談業務や地域支援が円滑に

なるよう共有の仕方を工夫する姿勢が見られます。 

・担当エリアの地区の会議や行事への参加や、ハー

トプランでの取組を通じて、地域福祉のネットワー

クづくりを行っています。 

・自主企画事業は、地域ニーズを汲み取り事業に反

映するようにしています。また、地域ケアプラザで

行うだけでなく、地域へ出向いて開催する意向もあ

ります。企業との連携も視野に入れて検討した事例

もあり、引き続き積極的な企画実施をお願いいたし

ます。 

・活動団体等への活動の場の提供では、多くの外国

人の方が利用している背景があるため、利用のルー

ルの説明等、その都度丁寧な調整を行っています。 

・ボランティア募集の広報を実施したことから、定

期的なボランティアにつながった事例があります。

今後も、ボランティアになりえる人の発掘と育成を

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
（地域包括支援センター） 

・平成 28 年４月に地域包括支援センターのエリアが

大幅に変更となりましたが、前担当包括と連携し同

行訪問を行うなどして、利用者への理解を進めなが

ら担当変更を行いました。相談内容も包括だけの対

応が難しく、他機関などと連携を行い相談支援を行

っています。 

・新担当エリアの民生委員と地域包括支援センター

職員との交流会を行い、民生委員の困っていること

などの相談をお聞きして、相互理解ができる場が実

行できました。平成 29 年度も引き続き実施する予定

です。 

・高齢者虐待については、昨年度と比べ相談件数が

２倍に増えました。ケアマネジャーや区役所と連

携・役割分担しチーム支援を実施しています。 

・介護予防事業は健康講座を２クール実施しました。

そのうち１クールは地域のコミュニティーハウスで

実施して、「元気づくりステーション」としての活動

につながりました。 

 
（生活支援体制整備事業） 

・地域資源リストについて継続して作成を進めてお

り、把握した情報はマップを活用し視覚的に把握し

ています。 

・地域ケアプラザ運営協議会を活用し協議体を開催

して、地区の高齢化状況についての共有と事業の説

明を行いました。 

 


